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1. はじめに 

 e ラーニングとは，e ラーニングを実施するための情報

システムである。e ラーニングシステムに最低限必要な

要素は，「教材・学習材」と学習者であり，e ラーニング

の専用システムとしては「iStudy」に代表される自習シス

テムにみることができる。 

 近年，IT 産業が大きく成長してきており，IT 産業の成

長に伴い，情報関連の各種資格取得を目的とした受

験者が多く存在する。沖縄国際大学産業情報学科で

も，情報に関する科目が多数開講されている。開講さ

れている講義の中でも，資格取得を視野に入れて行っ

ている講義もある。講義で資格取得に向けて勉強はし

ているが，毎日講義が開講されるわけではないので，

理解しながら資格の勉強をすることが難しくなっている。

理解しながら問題を解くのは，参考書が必需品となっ

てくる。しかし，各種資格取得の参考書を持ち歩くのは

大変不便であると同時に紛失してしまう可能性が出てく

るため，今後は各種コンテンツのウェブでの普及が考

えられる。そのため，本研究では各種資格取得を目的

とした e ラーニングの WEB サイト構築を行う。 

 

2. コンテンツ制作 

2.1 ウェブコンテンツ制作 

コンテンツ制作グループでは，HTML・PHP・Mysql を

用いて，ウェブコンテンツを制作する。 

 

 
 

図 2.1 選択画面 

 

2.2 受験者数と理解度 

 情報技術者試験は IT パスポートや基本情報技術者

試験などがある。平成２１年度の ITパスポート試験受験

者数は少なく，基本情報技術者試験を受験する人受

験者数のほうが多かった。平成２２年度，平成２３年度

に受験した受験数の数をみると，IT パスポート試験の

受験者数が基本情報技術者試験の受験者数に追い

ついていることがわかる。基本情報技術者試験の平成

２５年度の受験数は123，757人となっており，現在人気

となっていることがわかる。しかし，受験するだけであっ

て受験への理解度や目的が十分達成できた人はごく

少数しかいないことが現実である。受験した人が，十分

に試験への目的が達成されていないことから，情報技

術者試験への勉強の準備不足がわかる。勉強の準備

不足にならないためにも，いつでも，どこでも自分自身

で勉強ができるような環境が必要になってくる。 

 

2.3 システムについて 

 本システムでは，PHP を使ってデータの受け渡しを行

っており，ユーザー自身問題を解いたことがはっきりわ

かるように工夫してある。解いた問題が正解かどうか確

認でき，また問題の解説もついているので，答えと合わ

せて何が間違えていたのかを確認して学習することが

可能である。また，ユーザーが解いた問題の点数も確

認することができ，自分自身の成長を確認することがで

き，試験に向けての自信と気持ちをあげていくことが可

能となっている。 
 

 
 

図 2.2 システム構成 

 
＜ログイン画面＞ 
ログイン画面では，新規登録の際に自分自身の

ID とパスワードを設定し，ログインすることで各

個人のメニュー選択画面に移ることができる。 
 
＜メニュー画面＞ 
 メニュー画面では，項目を選択することが可能と

なっている。過去問，e ラーニング，系別問題，成

果のどちらかを選択することで，自分が気になる問

題や理解を深める勉強，過去の点数を確認すること

ができるようになっている。 
 
 



＜年度別過去問題＞ 

 年度別過去問題では，各年度に開始された午前問

題・午後問題の過去の問題を解くことができるようにな

っている。過去の問題を解くことで，どんな問題が出題

される傾向にあるのかわかってくる。そのため，過去に

出題された似たような問題が出題される可能性があり，

試験の際に解いた問題が出題されることで，試験の点

数をアップすることができるようになっている。 
 
＜系別ランダム問題＞ 

系別ランダム問題では，午前問題のテクノロジ系，マ

ネジメント系，ストラテジ系の三つに分けられている。こ

の三つの系別問題が全年度を含めた問題がランダム

に表示されるようになっている。三つの系別問題をラン

ダムに出題することにより，解き方パターンが一定では

なくなり，毎回違った問題が出題されるようになってい

る。全年度を組み合わせたランダム問題を作成すること

が可能となっている。 
 
＜e ラーニング＞ 

 e ラーニングでは，基礎・基本を学べるようになってい

る。過去問を解いていく中で，自分自身だけでは解け

ない問題がでてくることがある。その際，理解している

人に聞いて自分自身の理解を深める必要がある。しか

し，毎日教えてくれる人が隣にいるわけではない。専門

の先生や理解している人がいなくても e ラーニングを使

ってわからないことを自分自身で理解を深めながらゆっ

くり学習できる環境になっている。 
 

 
 

図 2.3 e ラーニングコンテンツ 

 
＜点数表示＞ 

 点数表示では，過去問題で自分が解いた問題の点

数を保存することが可能となっている。何時問題を解い

たのか確認することもでき，何年度の問題を解いて，ど

れくらいの点数をとったのかも確認することができるよう

になっている。また，削除機能も設けてあり，削除が行

えるようになっている。過去のデータの量が多くならな

いように自分自身で管理を行えるようになっている。 

 

 
図 2.4 成績照会 

 

 

＜SNS の連動＞ 

 Facebook や Twitter とも連動させ，友達や知り合いに

結果を報告することができるため，一人で点数を上げ

ていくのではなく，友達や知り合いと切磋琢磨してお互

い助け合いながら，ライバルとして点数の勝負が可能と

なる。一人で勉強して挫折するのではなく，みんなと繋

がることで勉強に熱が入り，合格を目指して努力される

ことが本システムの目的である。 

 

3. おわりに 

 本研究では，ウェブでコンテンツ作成することで IT 産

業における資格取得の対策試験勉強ができる。また，

スマートフォンの普及により，ネット環境を利用しやすく

なっている。そのため，いつでもどこでもインターネット

が繋がっていたら気軽に資格の勉強ができるようになる。

また，過去の点数も確認できることから，自分自身の現

在の点数がわかるようになっているため，合格点数に

足りるのか，足りないのかを参照することができるように

なっている。また，自分自身の弱点を知ることで，苦手

な分野の勉強が行えるようにランダムで問題をだすこと

ができ，苦手分野を重点的に学習することで克服する

ことができるようになっている。ウェブサイトで資格取得

の勉強が行えるようになっているため，紙ベース参考書

を持ち歩いたり，紛失したりすることがなくなるとともに，

ペーパーレス化を実現することができている。毎日利用

することができるようになっているので，資格取得に向

けて自分自身で勉強を行うことができるようになってい

るとともに，理解がしやすくなっているので，資格取得

の勉強が可能となっている。また，コツコツと自分で勉

強が行えて資格を取得することができることから達成感

を味わうことができるようになっている。 
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